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令和５年度 会派調査研究報告書 
（視察先 1箇所につき 1枚） 

会 派 名 日本共産党上田市議団 

事 業 名 緊急企画「市町村議会議員研修会」ZOOM開会 

事 業 区 分 ①研究研修       ②調査 

 

１ 上田市での課題と研修・調査の目的 

令和６年１月１日に発生した能登半島地震は多くの被害が出ており、いまだに避難生活をしている被

災者も多くいます。中山間地域を抱える上田市としても、今回の能登半島地震を教訓をどのように生か

していくかは大きな課題となります。専門家から見た能登半島地震について知見を学ぶことで上田市

における今後の防災・減災対策を検討する参考にするために聴講しました。 

 

２ 実施概要 

○開催状況は以下の通りです。 

日付/時間帯/場所 ３月２７日 １３：３０～１７：００ 

パソコンで視聴であり、場所の指定はない。 

下記時間帯において、上田市役所会派室において視聴した。 

視聴方法 ZOOM視聴 

 （講義内容） 

 ◇講義１ 

「能登震災の特質と教訓に学び、自治体防災計画へどうつなぐか」(室崎益輝氏：神戸

大学名誉教授)  

（講義の主な内容） 

１．被害の概況 

＜地震の概況＞ 

内陸地震としては最大級の前例のない地震が起きた沿岸部の地下 16 ㎞の浅いところで地震が

発生し、日本海海底 から能登半島内陸にかけ 150 ㎞にわたって断層が動き、Mj7.6 の大規模な

地震が発生した 

地下深くから上昇していた流体が上部の断層の隙間にはいり、複数の断層の連鎖的な滑りを誘

発、日本海側の陸地が内陸側の陸地に滑り込む逆断層型の地盤変動を引き起こした。 
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＜地域の状況＞ 

３市３町（輪島、珠洲、七尾、能登、穴水、志賀）について・・ 

人口 12 万人、６万世帯、住家７万戸 

・古くから大陸との貿易や北前船で栄えた地域 

・自然と文化が豊かな地域 

・半島部の中山間地で地理的にも社会的にも孤立性の高い地域 

（１）過疎化・人口減・高齢化が著しい 

この 10 年で人口 2 割減 65 歳以上 5 割、高齢者のみ世帯 4 割、 

300 万円以下世帯３割 

（２）戸建て・大規模・老朽の木造住宅が圧倒的に多い 

木造 8 割、持ち家率８～9 割、80 年以前５～６割 

 
 

２．災害対応の概況 

＜初動対応の概況＞ 

 被災状況の把握が著しく遅れるとともに、救命と救助のニーズに応え得る人材と資材を 72 時

間以内に持ち込むことが出来ず 

想定外の被災により遠助や公助だけでなく近助も互助も機能不全に 

ただし、すべてが失敗だったわけではない 津波避難や医療対応では成果あり 

＜応急対応の概況＞ 

 生活支援や復旧活動など、被害の拡大を抑制する対応が求め られるが、ニーズに応じる態勢の

構築や環境の整備が遅れ、道路の啓開、支援者の投入、避難所の改善、仮設住宅の建設、被害認

定調査等が、総じて遅れてしまった 
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＜復興対応の概況＞ 

 復旧復興対策本部が 2/１に設置され、復興計画の骨子がつくられつつあるが、その全体像が見

えにくい状況にあり、かつリアリティが感じられない状況にあり、被災地あげて復興に取り組も

うとする状況に至っていない 

参考 ＜コミュニティ対応の概況＞ 

 その困難な中でも、地域に密着したコミュニティは、被害軽減と復旧再建のために、とても大

きな役割を果たしている←大きなは破壊力に比して死者が限りなく少ないのはなぜか 

集落により格差があるが、以下のような先進事例が 

（１）事前の耐震補強の取り組み・・珠洲・正院など 

（２）津波避難と家屋避難の迅速さ・・珠洲・三崎寺家など 

（３）身近な自主避難所の開設・・七尾・小牧など 

（４）被災者による避難所の運営・・穴水・さわやか交流館 

（５）コミュニティぐるみの広域避難・・輪島・鴻巣や珠洲・高屋など 

（６）復興に向けての話し合い・・珠洲・狼煙など 

３．自治体防災の課題 

＜災害の時代＞ 

 巨大災害の時代、複合災害の時代、感染災害の時代を迎えている 

感染症も戦争も災害である 

生命や生活が不慮不測の現象により大きな被害を受ける点では「災害」コロナウィルスはインフ

ルエンザと同様に形を変えて繰り返し発生する 

大規模災害の連鎖と複合に要注意 

地震や豪雨などと感染症が複合、さらには社会経済ダメージに連鎖 

自然の凶暴化と社会の脆弱化が、災害の激甚化をもたらしている 

社会の脆弱性という内的要因にも目を向けなければならない 

自然の凶暴化・・地震や豪雨などに加えてウィルス感染 

社会の脆弱化・・少子高齢化や過疎過密化などに加えて他者依存化未曽有の災害、想定外の災害

も 

総論・・災害の時代に応える 

＜災害の進化に応える自治体防災の進化を＞ 

自治体防災もコミュニティ防災も飛躍的に進化しなければならない横つなぎ行政とブリッジ型

コミュニティへ 

（１）公衆衛生・・生活全般を見直す、SDGs の達成を目指す 
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（２）連携協働・・多様な担い手の連携をはかる、受援力に磨きをかける 

（３）個別対応・・地域や個人の多様性に配慮、オーダーメイドの減災 

（４）最悪想定・・想定外を起こさない、想定外が起きても慌てない 

（５）地力醸成・・地域力のスキルアップに心がける 

◇特別報告 

「能登半島地震の急性期の諸問題と自治体の役割」 

（武田公子氏：金沢大学教授)  
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◆上田市政に活かせる課題等  

＜講座の内容及び上田市に活かせること＞ 

① 室崎講師の「巨大災害の時代、複合災害の時代、感染災害の時代を迎えている」との時代感覚が必要

かもしれない。そして、自治体防災もコミュニティ防災も飛躍的に進化しなければならない横つなぎ行

政とブリッジ型コミュニティ組織の２つの側面が重要とされた。具体的には、◆公衆衛生・・生活全般

を見直す、SDGs の達成を目指す◆連携協働・・多様な担い手の連携をはかる、受援力に磨きをかける

◆個別対応・・地域や個人の多様性に配慮、オーダーメイドの減災◆最悪想定・・想定外を起こさない、

想定外が起きても慌てない◆地力醸成・・地域力のスキルアップに心がける、などの各分野での上田市

の状況に照らした取り組みを検討していきたい。 

② 武田講師の「被害が甚大、地理的条件の特性、過疎化と高齢化、財政力が弱い」自治体は、全国の地

方自治体が抱える共通の課題であり、上田市でも同じです。 

また、避難行動について、「今回の地震で石川県は、地震直後に被災者が身を寄せる体育館や公民館

などは「1次避難所」、余震などを考慮して少し離れた大型施設などに設けているのが「1・5次避難所」、

ホテルや病院、福祉施設など生活や介護の環境が整った施設は「2 次避難所」と位置づけている。」と

されていますが、上田市でも一層の連携、協働をすすめることの重要性を感じています。 
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①案内チラシ 

 


